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概要：近年，飲食店・観光地といった POI(Point Of Interest)の情報を検索可能なサービスが多く提供さ
れている．得られた POI の情報は，ユーザは今後の行動を決定する上で重要な要素であると考える．し
かし，Foursquareのような POI検索サービスには，各サービスが提供している方法でしか検索できなく，
ユーザが欲しい情報を取得できないという問題点がある．本研究ではこの問題点に対し，ユーザの状況に
応じた多様な検索クエリによる自由な検索を実現するため，複数の評価軸で店舗 POI 検索を可能にする
店舗情報活用プラットフォームを提案する．データ構造に拡張性を持たせるため，データ共有技術である
LOD(Linked Open Data)を本プラットフォームの DBに適応する．ユーザニーズにあった検索タグを選
んでいくことで検索ストーリを自由に作り，それを元に LODのクエリ言語である SPARQLを自動生成す
る．今回，SPARQLを自動生成する手法の評価のため，名古屋駅地下街の店舗に対しを用いて本プラット
フォームの DBを構築し，検索内容に対して SPARQLを自動生成したところ，適切な情報を取得できる
ことを確認した．
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1. はじめに

近年，スマートフォンの普及により，いつでもどこでも
インターネットに接続し，観光スポット・飲食店といった
POI(Point Of Interest)の情報を現地に行くことなく調べ
ることが可能となっている．インターネットから得られた
POIの情報は，ユーザに興味を持たせ，次の行動へのきっか
けや決め手になり，ユーザの意思決定に重要な要素である．
現在では，POIの情報提供を行うサービスが多く登場して
いる．例えば，飲食店検索サービスの食べログ [1]や，ユー
ザの現在位置周辺にある POIを推薦する Foursquare[2]等
がある，また，デパートや駅といった大規模な商業施設は
Webページを作成することで施設全体の POI検索サービ
スを提供していることも多い．これらの POI検索サービ
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スには，ユーザは各サービスが提供している方法でしか検
索できず，ユーザは状況に適した情報を取得できないとい
う問題点がある．
本研究では，ユーザの多様な検索クエリによる自由な検

索を実現するため，複数の評価軸で店舗 POI検索を可能
とする店舗 POIの検索プラットフォームを提案する．本
プラットフォームの POI DB(Database)のデータ構造には
LOD(Linked Open Data)の表現形式であるRDF(Resource

Description Framework)を採用する．DBを LODとして
活用する目的は 3.3.1項で述べる．各ユーザの検索したい
事柄を表す検索ストーリを LODとして表したユーザ LOD

を元に，検索ストーリに対応したクエリ自動生成手法を提
案する．検索ストーリとは，ユーザの現在の状況を踏まえ
た検索したい事柄を自然言語で表した文章と，検索内容の
要素を示す検索タグのセットからなる物と定義する．検索
タグについては 3.5節で述べる．
本稿では，2章で RDFからの情報取得に関する研究と

POIの情報検索を行う関連サービスについて紹介し，3章
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では店舗 POI情報活用プラットフォームを提案する．4章
では，提案プラットフォームの POI DB を名古屋駅地下街
の POIデータセットを用いて実装し，SPARQL自動生成
手法の評価結果について，5章で本稿のまとめと今後の課
題について述べる．

2. 関連事例

2.1 RDFからの情報取得に関する研究
RDFはデータの関係を主語，述語，目的語の 3つの要
素 (トリプル)で表現する．トリプルの集合は RDFグラフ
と呼ばれ，グラフ構造となっている．飯塚ら [3]は，全体
の RDFグラフのデータからグラフ構造の類似度が高い特
徴グラフを抽出し，抽出した特徴グラフを用いて SPARQL

の自動生成方法を提案している．しかし，SPARQLを自
動的に生成できたとしても，ユーザからの多様なクエリに
は対応できていない．武田ら [4]は，RDFのデータ構造を
理解のために，RDFに対し，情報を辿るようにして情報検
索を行う探索的検索を可能にするアプリケーションを開発
している．このアプリケーションにより，探索的検索を行
うには，RDFはトリプルで構成されていること，用いられ
ている語彙等 RDFや LODに関する知識を必要とすると
いう問題がある．

2.2 POIの情報検索を行うサービス
店舗検索サービスの中でも，飲食店検索に特化したサー

ビスとして Hot Pepper[5]，食べログ等がある．また店舗
に限らない POI全体の検索サービスは，Google Maps[6]

や Yahoo!地図 [7]といった地図検索サービスの機能の一つ
として提供されている．これらの検索サービスで POI検索
を行う場合，ユーザの調べたい事例に対応したキーワード
の選択や，入力が必要となる．また，選択できる項目やそ
の組み合わせは，サービスごとに限られているため，ユー
ザの検索はある一定の範囲に制限されているという問題が
ある．食べログを例に，この問題点について説明する．食
べログは，ユーザの口コミ情報をベースにしており，ジャ
ンル・住所等で情報を絞り込み，料理のおいしさスコアや
雰囲気スコアといったユーザスコアを評価軸とし順序付け
を行うことで，飲食店をランキング形式で検索できるサー
ビスである．食べログは他のサービスと比較して多くの絞
り込み項目を提供しているが，ユーザの求めている項目が
なければ，適切な検索方法が分からないため，知りたい情
報にたどり着くのは困難である．また，ユーザの位置・時
間といったコンテキスト情報や性別・年齢といったデモグ
ラフィック情報といったユーザメタ情報の組み合わせによ
る検索シーンのパターンは膨大にあるため，ユーザスコア
以外の方法でも情報の評価が可能であるべきであると考
える．例えば，ユーザの現在位置から近い順であったり，
扱っているメニューの種類の多さ，カロリー量，年齢層で

もランキング等である加えて，複数の評価軸を組み合わせ
て情報の順付を行うことが可能であるべきである．

3. 店舗情報活用プラットフォームの提案

提案するプラットフォームの全体図を図 1に示す．本プ
ラットフォームは 3つのレイヤで構成されている．第一に，
利用者であるユーザレイヤ，第二に，ユーザレイヤからの
情報を処理するシステムレイヤ，第三に，POI DBや他の
LODとのつながりにより大規模なDBを構築する LODク
ラウドレイヤがある．本章では，まず本プラットフォーム
の必要性についてと動作の流れ・開発ステップについて述
べ，その後各レイヤについての詳細を紹介していく．

3.1 提案プラットフォームの必要要件
店舗や観光スポット等の既存の検索サービスでは，エリ

アやキーワード，ジャンルといったサービス側から提供さ
れている項目を選び，要素を選択・入力することで，検索
クエリを作成している．つまり，ユーザは，限定された条
件でしか検索を行えない．しかし，POIに関連付く情報は
多様に存在すると考える．POIに関連付く情報の例として
は，位置情報や住所情報，ジャンルといった客観的に一意
に決まる情報に加えて，ユーザ評価スコアやセール情報・
チェックイン数・口コミ情報等のユーザが生成する情報，
POIの管理者側が提供する情報がある．多様な POIの情
報に対応するため，拡張性のあるデータ構造をもち，ユー
ザがより自由な検索を可能とする POI情報活用プラット
フォームが必要である．POIに対して，情報の拡張を容易
にするために POI DBに LODの技術を適用させる．提案
するプラットフォームは，LOD化した POIを情報拡張・
検索・推薦の 3つの面で効率的に活用するためのプラット
フォームである．

3.2 動作の流れ・開発ステップ
3.2.1 動作の流れ
ユーザは，検索したい事柄を表現する検索ストーリをシ

ステムレイヤの検索ストーリ入力インターフェースにより
作成または選択し，システムレイヤのクエリシステムにリ
クエストを送る．クエリシステムはリクエストである検索
ストーリを構成する検索タグセットから，LODクラウド
レイヤの POI DBに送る SPARQLを自動的に生成し，該
当するレスポンス結果を得る．そして，その結果をシステ
ムレイヤのアプリケーションが受け取り，ユーザが求める
形式で提供・可視化を行うという流れになっている．
ユーザが検索ストーリを選択する際の，3つのケースを
以下に示す
( 1 ) これまでにユーザ LODに登録されている検索ストー
リを再度選択するケース

( 2 ) ユーザ LODは各ユーザが持っているデータであるの
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図 1 店舗 POI 情報活用プラットフォーム

で，他のユーザのユーザ LODとの類似性から，似て
いるユーザを推定し，そのユーザの検索ストーリから
選択するケース

( 3 ) 検索頻度の高い検索ストーリをランキングから選択す
るケース

(2)は，趣味・年齢・性別といったユーザメタ情報が似て
いるユーザは，同じような検索をする可能性があるという
協調フィルタリングの考えに基づいている [12]. 新しい検
索ストーリの推薦によって，ユーザに新たな情報の発見・
気付きを与え，セレンディピティをもたらす可能性が高く
なる．
3.2.2 開発ステップ
本プラットフォームの実用化に向けての開発ステップを

以下に示す．
ステップ 1： LODクラウドレイヤの POI DBとシステ
ムレイヤのクエリシステムの実装

ステップ 2： 他の LOD とのつながりの構築による DB

の拡張
ステップ 3： ユーザレイヤの複数の評価軸によるレスポ
ンス情報可視化アプリケーション

ステップ 4： ユーザ LODを用いた検索ストーリ推薦シ
ステム

3.3 LODクラウドレイヤ
LODクラウドレイヤには，本プラットフォームのメイン

DBであり，かつ他の LODとのハブの役割を果たす POI

DBがある．POI DBとは，POIの基本的な情報とそれに
紐づく動的な情報を管理する DBである．POIの基本情報
は，名前情報・位置情報・ジャンル (例：飲食店，アパレ
ルショップ，本屋)といった客観的に一意に決定できる情
報 (スタティックな情報)であり，動的な情報とは，営業
時間・メニュー・価格等，時間によって変化する可能性の
ある情報であると定義する．POI DBではそれらの情報を
LODとして利用するために RDFで保存する．データ構造
については 3.4で詳しく述べる．
3.3.1 LODを活用する意味
LODを活用するメリットを以下に示す.

• 　データスキーマは，RDB(Relational Database) の
ようなテーブル構造でなくグラフ構造であるため柔軟
なデータスキーマを構築可能．

• 　他の LODとのつながりにより，DBを拡張でき，大
規模な DBが構築可能．

LODは RDFのグラフ構造により，表現され，情報のリ
ソースであるノードとノード間の関係性を示す有向リンク
で構成される．あるノードに情報を追加したい場合，関連
付けるノードとそのリンクを追加する．また，他の LOD

とのリンクを容易に構築可能な点に，LODの最大のメリッ
トがあると考える．LODとしてWeb上に情報を公開する
ことで，新しくDBを作成する必要がなくなり，容易にDB

を拡張できる．このように，データのつながりにより，DB

の知識を拡張可能となる．既存の LODの例としては，日
本語Wikipediaを LOD化した DBpedia Japanese[9]，地
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表 1 語彙まとめ

Prefix URL 作成
rdfs http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#

rdf http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#

lisra http://lisra.jp/resource ◯
lisras http://lisra.jp/schema# ◯

lisramenu http:///lisra.jp/menu# ◯
xmls http://www.w3.org/2001/XMLSchema#

gr http://purl.org/goodrelations/v1#

理情報の LODである Linked Geo Data[11]，学術情報を
LOD 化する LODAC[10] 等がある．本研究では，提案プ
ラットフォームを実現し，Open Dataの価値を示し，更に
Open Dataの活発化も目的としている [8]．

3.4 提案する POIのデータ構造
提案する店舗 POIのメタデータ構造の図 2に示す．各

POIは IDで管理されており，POIに関連する情報はノー
ド (オブジェクトリソース)とその間の関係を示すプロパ
ティ (リンク)とで表現する．POI IDは，lisra-schemaと
いう独自で定義した語彙で定義してあるクラスのサブク
ラスであり，検索の際に，検索タグとなり得るプロパティ
は，lisras:FilterProperty，または lisras:RankProperty の
サブクラスである．また，これらのサブクラスでないプロ
パティとノードを接続することも可能である．本プラット
フォームで使用する語彙については，表 1にまとめた．作
成の項目に該当する語彙は，我々が独自に定義した語彙で
ある．
店舗 POI のデータ構造の具体例として飲食店 POI の

データ構造を図 3に示す．POI IDに間接的にでも関連付
くインスタンスは，すべて POI IDに関連付けることとす
る．階層構造を表現する場合について，図 3を例に説明す
る．図 3では，営業時間インスタンスである営業時間 ID

からメニューリストのインスタンスであるメニューリスト
IDにリンクを張る．このようにインスタンスからインス
タンスにリンクを構築する．このようにするのは，検索ク
エリの生成を簡易化するためである．検索クエリの生成に
ついては 3.6節に述べる．

3.5 ユーザレイヤ
ユーザは検索したい事柄を表現する検索ストーリをシス
テムレイヤの検索ストーリ入力インターフェースを用いて
作成する．検索ストーリに対する検索タグの組み合わせの
例を表 2に示す．検索タグとは，ユーザの検索したい条件を
示すタグのことである．検索タグには，情報の絞り込みのた
めのフィルタタグと情報の順序付けのためのランクタグの
2種類が存在する．フィルタタグは，lisras:FilterProperty

のインスタンスであるプロパティとそれに関連付くリソー
ス値の組を指し，ランクタグは，lisras:RankProperty の

図 2 店舗 POI のデータ構造の図

表 2 検索ストーリに対するタグの組み合わせ
検索ストーリ 検索タグ

名古屋駅内のラーメン屋
を現在位置から近い順に知りたい

フィルタ：名古屋駅内
フィルタ：ラーメン
フィルタ：飲食店
ランク：位置情報

図 4 フィルタタグを取得する SPARQL

prefix rdfs:  <http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#>
prefix lisra: <http://lisra.jp/resource/>
prefix lisras: <http://lisra.jp/schema#>
prefix xmls:  <http://www.w3.org/2001/XMLSchema#>
prefix rdf:   <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#>
prefix gr:    <http://purl.org/goodrelations/v1#>
prefix lisramenu: <http://lisra.jp/menu#>

select distinct ?rankProperty where{ 
?rankProperty a lisras:RankProperty.
}

図 5 ランクタグを取得する SPARQL

インスタンスであるプロパティを指す．また，各タグは
ユーザの状況を表す「コンテキスト」，検索ワードとしての
「キーワード」，順序付けのための「評価」の 3種類の内の
いずれかの性質を持っているものとする．
3.5.1 ユーザ LOD

ユ ー ザ LOD を 図 6 に 示 す ．ユ ー ザ LOD は ，
UID(UserID) を中心にユーザメタ情報と検索ストーリ
で構成されている．ユーザメタ情報は，UIDに直接リンク
が張ってあり，検索ストーリは，ストーリ IDに関連する
検索タグにより構成されている．データ形式は RDFであ
るため，情報の追加があれば，リソースとプロパティを追
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図 3 飲食店 POI のメタデータ構造の図

図 6 ユーザ LOD

加するだけで，ユーザ LODを拡張することが容易に可能
である．
3.5.2 ユーザ生成情報
本プラットフォームのDBは単一のDBではなく，LOD

クラウドを想定している．単一の DBであると，ユーザが
活用できる情報に制限が生じる．LODクラウドとするこ
とで，複数の DBがつながり，情報の拡張ができる．
ユーザ生成情報とは，ユーザ自らが生成した情報を示す．

例えば，店舗のレビューであったり，味・雰囲気・お店の
混雑度といったスコア情報である．
また情報を集めるという観点では，クラウドソーシング

の考えを取り入れているため，多くのユーザが本プラット
フォームを活用し，少しずつ情報を増やしていけば，個人
では現実的に収集不可能な情報でも DBの作成が可能であ
る [14]．

3.6 システムレイヤ
システムレイヤには，検索ストーリを作成するインター

フェースと作成された LOD のリクエストクエリである
SPARQLを生成するクエリシステム，他ユーザのユーザ
LODとの類似性から検索クエリの推薦を行うパーソナラ
イズユーザ LODシステムが存在する．本節では，各シス
テムについて述べる．
3.6.1 検索ストーリ作成インターフェース
ユーザは検索ストーリインターフェースとのインタラ

クティブな会話形式により，検索タグを選択，ランクタグ
に対する閾値を入力する [15]．検索ストーリ入力インター
フェースのイメージを図 7に示す．ユーザは提示された情
報 (何がしたい？)に応じて，該当する検索タグの選択を
複数回行い，検索ストーリを作成する．各種類の検索タグ
取得の方法について述べる．検索タグは，LODクラウド
から取得する．取得元の LOD DBを変更することによっ
て，多種多様な検索タグを取得できる．フィルタタグは，
lisras:FilterProprtyをキーにそれのプロパティインスタン
ス群を取得し，それらに関連するリソース値を取得する．
ランクタグは，lisras:RankPropertyをキーにそれのプロパ
ティインスタンス群を取得する．LODクラウドにリクエ
ストする SPARQLを図 4，5に示す．
3.6.2 クエリシステム
LODクラウドにリクエストする SPARQLを生成する流
れを図 8 に示す．検索ストーリをクエリ生成部が受け取
り，SPARQLを自動的に生成し，LODクラウドにリクエ
ストを送る．そのレスポンス結果をデータ整形部がユーザ
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図 7 検索ストーリ入力インターフェースのイメージ

図 8 クエリシステムのシステムフロー

が求める形式 (例：JSON，XML，CSV)や，可視化クライ
アントアプリケーションが活用しやすい形式に変換する．
これより，各部について説明する．

クエリ生成： 検索ストーリを構成するフィルタタグとラ
ンクタグから，SPARQLを自動的に生成する．本プ
ラットフォーム用の SPARQLのテンプレートを図 9

に示す．プロパティとリソース値から成るフィルタタ
グは，図 9の 3～4行目の赤い部分に当てはめる．プ
ロパティであるランクタグは，まず 4 行目の青い部
分に当てはめ，各リソース (?FilterInstanceX)に関連
付く値 (?value)を取得する．5行目では，閾値を設定
すれば，ランク値に対して閾値フィルタをかけること
が可能である．6～7行目では，フィルタタグによっ
て絞り込んだクラスインスタンスを用いて，目的情報
(?goal)を絞り込む．目的情報に順序付ける場合は，9

行目で昇順・降順にランクタグオプションを元に並び
替える．フィルタ部とランク部は，各種のタグの個数

 select distinct ?goal  
   where{ 

 
 
 
 
 

   

ランクタグ 

フィルタータグによるフィルター ?FilterInstanceX 

?valueY 
. 

． 
?valueに対し，閾値フィルター 

フィルタータグによるフィルター ?goal . 

?goal ?pX ?FilterInstanceX; 
?pY ?FilterInstanceY; 

?FilterInstanceY 

ランクタグオプション(昇順・降順) 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
 
 
 

} 

図 9 本プラットフォーム用 SPARQL テンプレート

select distinct * where{ 
 ?goal  a  lisras:Restaurant . 
 ?goal  lisra:area  "エスカ” . 
 ?filterInstance1  lisramenu:price  ?value1. 
   filter(?value1 < 800). 
 ?goal  lisra:treatMenu  ?filterInstance1. 

} order by  ?value1 
 

図 10 自動的に生成された SPARQL の例

(数値：X，Y)に応じて変化し，目的情報絞り込みの
部分もフィルタ部とランク部の合計インスタンス数
(X+Y)によって変化する．ランクタグオプション・閾
値は，検索ストーリ作成の際に決定するものとする．
検索ストーリから生成された SPARQLの具体例を図
10に示す．赤い部分のフィルタタグから生成された
部分は，lisras:Restraurantクラスのインスタンスであ
りかつ，エスカ (名古屋駅地下街エリアの一つ)に存在
する POIに絞っている．青い部分のランクタグから
生成された部分は，lisramenu:priceプロパティを用い
て，メニューの金額を?valueに取得し，800円を閾値
にそれよりも安い金額の?filterInstance1を抽出する．
order by ?value を指定することで，金額の安い順に情
報を返す．
提案する SPARQLテンプレートは，図 9だけでなく，
複数パターンを用意する．

データ整形： LODクラウドから得られたレスポンス情
報を，可視化や閲覧用クライアントアプリケーショ
ンが処理しやすい形式に変換する．また，本プラット
フォームから得た情報を利用して開発者がサービス開
発を行うことも可能とするため，二次利用しやすい形
式にも変換可能とする．

3.6.3 パーソナライズユーザ LODシステム
パーソナライズユーザ LODシステムのシステムフロー
を図 11に示す．ユーザの検索ストーリと LODクラウドの
ユーザ LOD DBと検索タグのマッチングを行い，類似度
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図 11 パーソナライズユーザ LOD システムのシステムフロー

表 3 名古屋駅地下街 POI データセットの概要
　収集 POI 数 367

メニューリストがある
レストラン POI 数 44

総トリプル数 9369

表 4 評価用検索ストーリ
パターン 検索ストーリ

A

地下街エリア（エスカ）にある飲食店で
20 時でも営業しており，

閉店時間が遅い順に知りたい

B

名古屋駅地下街全体で，
600 円以上・1000 円以下の麺メニューを

扱っている飲食店を知りたい

の高い他ユーザの検索ストーリをユーザに推薦する．

4. 評価・考察

4.1 評価方法
評価を行うため．名古屋駅地下街店舗 POIデータセッ

トを jena[17]を用いて RDFに変換し，POI DBには RDF

ストアの Virtuoso[18]を使用し，POI DBを作成した．名
古屋駅地下街店舗 POIデータセットは，名古屋駅の地下
街に関するWebページ [16]から情報を収集し，作成した．
飲食店に関しては，メニューデータがWebで公開されてい
た場合，メニューデータ収集している．収集した情報は，
図 3のデータ構造に対応している情報である．データセッ
トの概要を表 3に示す．評価としては，2パターン行う．
評価方法 1は，作成した POI DB・Hot Pepper・食べログ
に評価用検索ストーリに対応したクエリを各場合ごとに作
成し，得られるレスポンス結果を比較する．方法表 2は，
POI DBに情報を追加した場合でも，テンプレートに当て
はめて SPARQLを自動的に生成できるか検証する．
評価方法 1 評価方法 1用の検索ストーリを表 4に，各パ
ターンに対する各ケースのクエリを表 5，表 6にまと
める．検索タグから，自動的に生成された SPARQL

を図 12，13に示す．
評価方法 2 評価用に，POI DBに追加した RDFデータ

表 5 各ケースのクエリ (パターン a)

ケース 検索タグ

検索システム

フィルタタグ：エスカ
フィルタタグ：飲食店
ランクタグ：閉店時間
ランクタグ：遅い順

食べログ

エリア・駅：名古屋駅 (300m 周辺)

キーワード：エスカ
営業時間：夜 10 時以降入店 OK

Hot Pepper

エリアキーワード：名古屋駅
店名：エスカ

prefix rdfs:  <http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#> 
prefix lisra: <http://lisra.jp/resource/> 
prefix lisras: <http://lisra.jp/schema#> 
prefix xmls:  <http://www.w3.org/2001/XMLSchema#> 
prefix rdf:   <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#> 
prefix gr:    <http://purl.org/goodrelations/v1#>
prefix lisramenu: <http://lisra.jp/menu#> 

select distinct ?goal  where{ 
 ?goal lisra:area "エスカ".

 ?goal a lisras:Restaurant.

 ?filterInstance1 gr:closes ?value1.
 ?goal ?p1 ?filterInstance1.

} order by desc( ?value1 )

図 12 パターン A 用の SPARQL

表 6 各ケースのクエリ (パターン B)

ケース 検索タグ

検索システム

フィルタタグ：麺類
フィルタタグ：飲食店
ランクタグ：600 円以上
ランクタグ：1000 円以下

食べログ

エリア・駅：名古屋駅 (300m 周辺)

ジャンル：そば・うどん・麺類
予算：夜 1000 円

Hot Pepper

エリア：名古屋駅
料理：ラーメン
予算： 2000 円

prefix rdfs:  <http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#> 
prefix lisra: <http://lisra.jp/resource/> 
prefix lisras: <http://lisra.jp/schema#> 
prefix xmls:  <http://www.w3.org/2001/XMLSchema#> 
prefix rdf:   <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#> 
prefix gr:    <http://purl.org/goodrelations/v1#>
prefix lisramenu: <http://lisra.jp/menu#> 

select distinct ?goal where{ 
 ?goal a lisras:Restaurant.

 ?filterInstance1 lisramenu:genre "麺類".

 ?filterInstance2 lisramenu:price ?value2.
  filter(?value2 >= 600).
  filter(?value2 <= 1000).

  ?goal ?p1 ?filterInstance1.
  ?goal ?p2 ?filterInstance2. 
}

図 13 パターン B 用の SPARQL
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図 14 評価方法 2 用に追加した RDF データ

prefix rdfs:  <http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#> 
prefix lisra: <http://lisra.jp/resource/> 
prefix lisras: <http://lisra.jp/schema#> 
prefix xmls:  <http://www.w3.org/2001/XMLSchema#> 
prefix rdf:   <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#> 
prefix gr:    <http://purl.org/goodrelations/v1#>
prefix lisramenu: <http://lisra.jp/menu#> 
prefix foaf: <http://xmlns.com/foaf/0.1/> 

select distinct ?goal   where{ 
 ?goal a lisras:Restaurant.

?filterInstance1 lisras:favariteFood "味噌カツ".

 ?goal ?p1 ?filterInstance1.
  ?goal lisra:name ?name.
}

図 15 評価方法 2 用に自動生成された SPARQL

表 7 検索結果 (パターン A)

　 食べログ Hot Pepper

適合店舗数 0 6

不適合店舗数 9 1

情報なし 0 22

合計 9 29

を図 14に示す．lisra:1096，lisra:ML1096a34，”和食
よし川”の 3つのノードは予め POI DBに保存されて
いる．用いた検索ストーリは「味噌カツが好きな人が
お気に入りにしている店」である．検索タグは，「味
噌カツ」，「飲食店」「お気に入り」である．自動生成し
た SPARQLを図 15に示す．

4.2 結果
評価方法 1における検索パターン A，Bにおいて，生成
された SPARQLから得られた結果をそれぞれ図 16，17に
示す．食べログと Hot Pepperからの結果に関しては，パ
ターンAは表 7にパターン Bは，表 8に示す．得られた情
報がどの POIであるのかを理解しやすくするため，図 16

では，閉店時間 (value1)，POI名前 (name)を図 17では，
POI名前 (name),メニュー ID(?filterInstance2)，メニュー
IDに関連づく価格情報 (value2)を追加表示してある．自
動的に生成した SPARQLで，提案するデータ構造を持つ
POI DBから適切な情報取得が可能であると確認できた．
評価方法 2の結果は，図 18に示す．求める結果を得ら

れたので，DBを容易に拡張可能であると確認できた．

図 16 パターン A 用 SPARQL の結果 (上位１０件)

図 17 パターン B 用 SPARQL の結果

表 8 検索結果 (パターン B)

　 食べログ Hot Pepper

適合店舗数 2 2

不適合店舗数 0 3

情報なし 31

合計 33 5

図 18 評価方法 2 の結果

4.3 考察
自動生成した SPARQLによる検索と食べログ・HotPep-

perによる既存のサービスの検索と結果について考察する．
表 5，表 6にある様に，既存のサービスは検索条件が限定
されているため，検索クエリ作成の自由度は低い．条件の
制限の具体例としては，選定できるエリアが限られている
ため，メートル単位で指定するような狭い範囲で検索でき
ない，メニューの値段での絞り込み検索ができない等があ
る．よって，検索ストーリに最適な条件を組み合わせるこ
とはできず，時間帯や予算，場所といった要素で詳細な検
索ができない．提案プラットフォームのデータ構造では，
フィルタタグを DB内の lisras:FilterPropertyをサブクラ
スに持つプロパティとその値と定義しているので，フィル
タタグを要素が追加すれば，システムを変更することなく
容易に検索タグの選択肢を拡張することができる．これに
より，ユーザのニーズに適した検索が可能である．
情報の順序付けの観点では，食べログは料理スコア，雰

囲気スコア，口コミ数等複数の評価軸で順序付けをするこ
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とが可能である．Hot Pepperには，ユーザ目線での情報
の順序付けという観点はない．各店舗が選択した料金プラ
ンに応じて，検索結果が順序付けされている．提案プラッ
トフォームでは，情報の順序付け評価軸であるランクタグ
を 1 つに限定せず，複数の評価軸で検索を可能する．ま
た，評価軸をユーザスコア，口コミといった形で限定せず，
lisras:RankPropertyのサブクラスであるプロパティに関連
づく値であれば，順序付けを可能とする．そのため，容易
に評価軸のカスタマイズが可能である．
各評価結果について考察する．既存のサービスでは，適

切な検索クエリを構築することができなかったので，求め
る情報に絞り込んで得ることはできなかった．また，表 18

にあるように，該当しない店舗だけでなく，店舗名があるだ
けで十分な情報を提供を行えていない例が多くあった．食
べログの情報はユーザが投稿したものであり，Hot Pepper

は飲食店側が情報を登録する形式である．この情報収集の
形式の違いにより，検索結果に違いが生じてたのだと考え
る．自動生成した SPARQLに関しては，POI DBには営
業時間が各店舗ごとに登録されていることもあり，適切な
順序で情報を取得することができた．
考察から得られた必要事項を以下に示す．今回は営業時

間で順序付けを行ったが，多様な評価軸で可能とするた
め，情報の収集・登録を容易に可能とする仕組みの構築．
適切な情報取得に限らず，検索ストーリに近い内容で検索
した結果をユーザに推薦・掲示する機能これにより，ユー
ザに新しい発見や気づきといったセレンディピティをもた
らし，次の行動の意思決定に影響を与える．
以上のことから，提案する POIのデータ構造に基づい

た SPARQL自動生成手法は，多様なフィルタでの情報の
絞り込みや評価軸のカスタマイズが可能であり，DBの拡
張にも対応可能であると確認できた．これは本研究で目的
とする拡張性やユーザの自由な検索を実現すると考える．

5. まとめ

本稿では，既存の POI検索サービスにおいてユーザは状
況に適した情報を取得できない問題点に対し，ユーザの多
様な検索クエリによる自由な検索を実現するため，複数の
評価軸で店舗 POI検索を可能とする店舗 POI検索プラッ
トフォームを提案した．本プラットフォームの DBの情報
の拡張性を高め，柔軟なデータ構造とするため，LODとし
ての利用を提案し，RDFに対応した POIのデータ構造を
提案した．ユーザが検索したい事柄を表現する要素である
検索タグという概念を定義した．検索タグの組み合わせか
ら，SPARQLを自動的に生成する手法を提案し，名古屋駅
地下街の店舗データを収集し提案プラットフォームの POI

DBを実装し評価を行い，自動生成された SPARQLが適
切な情報を取得可能であり，DBの拡張に対応可能である
と確認できた．

今後の課題を以下に示す．
• ユーザに検索パターンの気付きや新しい発見といった
セレンディピティをもたらすため，ユーザ LODを元
に類似度の高いユーザの検索ストーリを推薦する手法
の開発

• LODクラウドを他の LODとのつながり，データ収集
の仕組みの構築．

• 自動的に生成された SPARQLから得られた情報を複
数の評価軸で可視化するアプリケーションの開発
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